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およそ生物は,外 界からいろいろの食物を摂って生命

を保っている。しかし食物のみが生命を保つのに必要な

のではない。気中の酸素の如きは食物ではないが,万 人

が好き,嫌 いなしに,出 生と同時にその恩恵に浴 してい

る。酸素についで,吾 々に必要なのは水である。これ ら

吾々の生命に欠 くべからざるものが,あ る者には好まれ,

ある者には嫌われるということがあろうか。これら酸素

や水は吾々の生命を保つためには,な くてはならぬもの

であ り,食 物もまた同様である。

さで酸素や水についての味を語るところがない。しか

し都会の不純な空気と,清 浄な山谷の空気とでは,吾 々

が受ける感じがちがっている。清浄な空気には甘味があ

ると,一 般がい う。この甘味とは,勿 諭味覚によるもの

ではな く,呼 吸気道ことに鼻粘膜,あ るいは嗅覚による

のであ り,そ の他に皮膚の感覚なども手伝 っての観念的

のものであろう。それと同様に水においても,同 様のこ

とがいえよう。晒粉消毒による水道水 よりも,清 泉の方

が美味を感 じようoそ れは水中に含まれている成分や,

温度感覚,そ の他精神的なものが加味された結果であろ

う。

それらの味は,い かにあろうとも,偏 食の対照となら

ぬとい うのは,絶 対に摂取せねばならぬ必要性のあるも

のである,と い うことのみではなく,一 言に し言xぽ,

無味であ り,あ るいは単味であるからである。すなわち

無味のものに対 しては,味 覚はなんの刺戟 も受けぬか ら,

その反応が現われないのである。換言すれぽ,味 覚 とい

う綜合的の感覚を刺戟せねば,好 き,嫉 いは生ずるもの

ではない。従 ってその刺戟が小であれぽあるほど好き,

嫌いに対しての差異は小さいのである。

ここにおいて原始人の生活を想像すると,お そらくす

べてのものを生食 していたのであろう。また食物の種類

も現在のごとく無数ではなかったろう。すなわち原始人

は,極 めて単味なものを,動 植物からえらぶためにおそ

らく現在吾々が経験する好き,嫌 いの程度のごとき差異
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はなか ったであろう。

しか し摂食に際 し,一 つ一つ慎重に考慮 し,少 なく≧

も研究的態度であったろう。その うちには有毒のもの,

無 毒のものなど,経 験によって,次 第に食物に対する知

識を得て,焼 くとか煮るとか,い ろいろな処理法が講彎

られるようになってからは,そ れまであまり関心がなか

った好 き嫌いが芽生えたであろう。か く世代を重ねると

ともに,そ れら食物の品種改良,ま た調理方法な どが進

歩し,今 日の如く,あ らゆる文化が進んでいると思われ

る現在においても,な おそれ らの研究がつづけられてい

るのをみても,そ の複雑化が増大するのであろう。かか

る結果が,人 間に対する宿命的な遺伝 となって,食 物に

対する好き,嫌 いが現われ,幾 星霜か獲得性遺伝,あ る

いは遺伝をくりかえし,く りかえし過去の単純な食生活

は,今 日の如き複雑な食生活に うつ り,そ れに伴って好

き,嫌 いの差も極 端 になったのであろ う。 要するに好

き,嫌 いは食生活の複雑化とともに,正 比例していくも

のであろ う、将来吾々人間は,体 質向上には各々の自覚

を挨たねば,今 後ますます好き,嫌 いの頻度を大ならし

めるものであろう。

人間は食物に対する好き,嫌 いは一一般にあるものと考

えられているが,お よそ人間として一般食物に対し,・食

し得ぬとい うことはあるはずがない。なぜそんな状態が

現われるのであろうか。

吾々が生を受けるとまず母乳からはじまり,次 第にい

ろいろな食物に接するのであるが,乳 児時代,だ れも母乳

をきらわない。それは未だ精神の発育が不完全であり,

味 覚に対する観念の薄弱さによるものである。しかし離

乳期におよび,乳 房に対 し習慣とはいえ,ま た思慕 とは

いえ,離乳の困難は決 して,上記のことのみではない。離

乳食に対しての嫌いが,大 なる原因であると信ずる。長

ずるにおよび,な お乳汁をほしがるのは,一 面において離

乳食よりも,乳 汁のほ うが単味であるとい う理由もな り

たつのであろう。この意味において離乳に際 し乳汁とあ

まり変らぬものが偏食の弊をさけしめることになろう。

さて吾々が有する好き,嫌いの生ずる味というものは,

各々が学び得た もので,生 来偏食をもたざるものが,そ

の経験にもとずいて,好 きともな り,嫌 いともなるので
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あ る。すなわちこの経験の第一歩が,そ の両者の観念を

植えつけるのである。

味とは視覚,聴 覚,嗅 覚,温 覚,触 覚などに味覚の加

わったものである。

1.視 覚

食物の形態 と色彩によって好き,嫌 いが生ずるもので

ある。美 くしく作られたものは,美 味であると否とにか

かわらず,食 欲をそそるものは,ま ず好きという気持が

湧 くのであろう。しかし口にした時,あ るいは食後に視

覚から得た感情に反するときは,次 には敬遠されるであ

ろう。いずれにしても視覚は嗅覚,味 覚に先だって,重

要な役割を演ずるものである・

2.嗅 覚

食物の刺戟が,鼻 孔から直接に嗅神経を剌戟するのと,

他には口腔内にはいってから,鼻 孔を通 って嗅神経を刺

戟するとの二つの場合がある。要するに食物の香によっ

て,食 欲をそそるものと,そ そらぬもの或は敬遠するも

のとがあ り,従 って食欲をそそるものは好きであ り,後

者は欲しがらないか,ま たは嫌いである。しかしこれも

視覚で述べたような相反する場合も生 じよう。

3,聴 覚

この感覚は視嗅感覚より刺戟としては,小 なるもので

あるが,調 理の時に生ずる食物並に器具の音,ま たは食

物を口中に入れた時に,触 覚とともに,咬 むことによっ

て生ずる音,ま たは手によって発する食物の音などが,

その主なるものである。

4.温 覚及び触覚

口腔または口唇,あ るいは手に触れる時の感覚で,触

覚 と関連がある。

5.味 覚

味覚については好き,嫌 いの生ずる最 大の感 覚であ

り,味 覚は食物についての味を,い わゆるききわけるも

ので,大 体甘,酸,鹹,苦 の四種類に分けられている

が,そ の他にも渋味,辛 さ,金 属性の味など異 った味を

分けられている。しかしそれらは嗅,触,温 覚などが混

合 して生ずるのであろ う。

味覚とは,そ れら四種の感覚を知る器官であって,食

物のうまさを知るのではない。いわゆる味と称するもの

は,味 覚に嗅,聴,触,温 覚などが加わって生 じた,複

雑な感覚である。

味覚は,視 聴感覚などのように,特殊な感覚でなは く,

体性感覚の一部であるといわれ,味 覚は嗅覚とともに,

化学感覚の一種であって,そ の感覚がよく発達 した場合

には,体 の一部分に味覚器があ り,こ れによって特別の

感覚を与えるものであることを,動 物実験によって証明

されている。たとえば脊椎動物は,味 覚器は口腔にある

が,魚 類は口腔以外に,顔 面や胸ひれ(ホ ウボウ)な ど

にも味覚を感ずる部分があ り,昆 虫類では肢の附節に鋭

い味覚があり,口 腟以外に触覚でも味を感 じ,無 脊椎動

物では,体全体がひろく味覚を感ずるものと記載がある。

吾々の味覚は,味 蕾すなわち味蕾上皮の重層扁平上皮内

に介在 し,舌 背後部の有郭乳頭および葉状乳頭によるの

であるが,舌 にある神経は,そ の前方の大部分は舌神経

につなが り,後 方の神経は舌咽神経につなが り,舌 以外

の味蕾からの神経は迷走神経につながっている。

それらの味覚神経は電気生理学的に,そ の経路を調べ

た結果,延 髄に入 り交叉して,反対側の聞脳にまで上 り,

その背側の核の中で,も っとも内側に位 して,そ れから

更に大脳実質へ向かい,大 脳中心溝のもっとも下部で後

方にあるところが,味 の中枢であると考えられているQ

瀬戸氏によると,以 上が味覚現象の主をな しているも

のとされてきたが,な お味蕾はその他喉頭蓋の喉頭面の

重層扁平上皮中にも,し ばしば発見されるが,こ れらは

退化的存在を示すものであるといっている。なお味蕾は

上記以外の軟口蓋正中線の両側に,ま た舌下面,口 腔基

底.舌 根の上皮,咽 頭の重層扁平上皮,喉 頭などにも味

蕾の存在をみるが,そ れらは量が極めて少ないか,あ る

いは退化的の存在であるともい っている。

味蕾については,詳 細な研究がすすめられていて,そ

の機能の如何にかかわらず,各 味蕾は食物に対し,強 度

の刺戟反応を示すもの,ま た軽度のもの,あ るいは無剌

戟として反応を示さぬものなどがある。

以上のことから,偏 食について述べてみよう。

偏 食は吾 々 人間にあるべきものではないとい うこと

は,通 念であるが,そ う断定できぬ場合もある。

食物に対する好き,嫌 いの生ずる根本は,味 によるの

である。すなわち食物に対する味とい う観念は,前 述の

ごとく学習的のものであ り,一 般には,そ の形態につい

ての観察および口腔における諸感覚ことに舌の感覚,い

わゆる舌ざわ りが重きをな し,盲 目者にとっては.視 覚

をのぞいた他の諸感覚がそのおもなるものである。

好き,嫌 いはまた精神的のものであ り,一度味はって,

それが美味 と感 じたときは,生 涯ほとんど好きで通るも

のである。その他美味のものを欲するのは,か っての経

験が根本となっての連想されるものについて求むる,趣

味の問題 とも考xら れる。これと同様に嫌いも成立つの

である。すなわち乳児が離乳食を摂取する場合は,最 初

に接する食物は全 く未経験のもので,人 間が有する(動

物においても然 り)本 能として,好 奇心と警戒心とが,

成人と全く同L程 度のものとは考えられぬが,本 能的に
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自己を保護する意味においての警戒心はあるべきで,な

ほ食物のみならず外界のいろいろの刺戟に対 し,自 巳擁

護を生れながらに,有 するのであるが,こ とに食物に対

しては,特 にその傾向がいちLる しい場合が多かろう。

最初の食物に対 し,形 態または舌ざわ りが,自 巳の身

体にあわざるもの,す なわち警戒すべき刺戟として作用

するものであれぽ,た だちに口外に吐き出すことは,常

々吾々に観察の機会が多い。たとえぽそれが,無 害のも

のであっても,自 巳にあわざる剌戟であれぽ,消 化器は

一種の保護機官であ り,防 禦器官であるとい う考えかた

において,当 然起るべきことである。しかし時には誤 っ

た反応を示すこともあろうが,そ れも警戒する意味の現

れである。

上述のことか ら,偏 食の現われる原因について詳述す

ると次の諸条件があげられる。

肇.先 天性偏食(体 質的偏食)

食物に対する好き,嫌 いの多 くは体質的遺伝関係が深

い。すなわち両顔のいずれかに,偏 食があると,そ の子

供に類を及ぼすことが多い。ことに特異体質として現わ

れるものがあ り,こ れらは,或 る種の食物について,特

異の反応を呈するものである。その一例をあげると,幼

時からコソブを摂取後,数 時間にて,唾液腺部の疼痛 と,

は げしい唾液分泌を起 し.成 人となっても,コ ソブの摂

取は全 く不可能 とのことである。これは先天性のものと

して顕著の症例であ り,先 天性偏食とい}よ う。

2.後 天性偏食(人 為的偏食)

第1に 掲げしごとき体質的遺伝のみでな く両親の偏食

が考}xら れ る 過去に両親が,あ る種の食物摂取後,罹

患する場合は,そ の食物を子供に与えぬ。或いは食物の

種類によっては年令に応じて与える習慣上,大 人の食物

はそれが子供に適 しているものでも,一 種の杞憂,ま た

は無知識から与えぬ。

3,い わゆる食わず嫌いの両親

両親のいずれかが,食 わず嫌いがある場合は,そ の子

供に与えない。あるいは子供自身が何等かの動機で,食

わずぎらいとい う状態 とな り,こ れも後天性偏食となろ

う。

4.ア レ ル ギ ー

アレルギーとは免疫現象に対立するものとし,現 今で

は過敏症を示すものとして,一 般に信ぜられている。

しか しDate.三 田氏は 「アレルギーとは,人 体または

動物が一定の疾患を経過した り,ま たは坑原が一一度体内

に輸入された時に,生 体がその後,当 該坑原に対 して異

常反応を呈するに至ることをいう。異常反応は免疫現象

と過敏症に区別される」と定義している。緒方氏は 「ア

妻木;食 物の味並に偏食に関する意義にっいて

レルギーとは,坑 原坑体反応が生体に及ぼす影響のうち

で病的の経過を示すものをい う」と定義している。

以上のことから,ア レルギーは,後 天的に獲得する場

合が非常に多く,そ の多くは食餌によるものであらう。

食餌によるアレルギーは,時 に一時性のことあり,ま

たは半永久性のことあ り,或 いはある食餌に対 しては必

ずその発現をみることもある。

5.摂 食後の異常状態

摂食 した後に,消 化器ことに胃腸に対 し異常な剌戟を

及ぼす場合に,い わゆる胸もちがわ るい,或 は腹具合が

わるいとい う状態となった場合。

6.間 食

これには次のことが考えられる。

a.子 供が欲するままに間食をさせる。

b。 子供が日常の食餌をあまりとらぬので,喜 ぶ間食

をもって代用する。

c.子 供 の心を転換させるための一方法 として間食を

すすめる。

子供に間食は,な くてはならぬもだが,そ の与え方の

誤 りがその例 となる。

7.調 理 法

外観 香 り,舌 ざわ り,温 かさ,つ めたさなど子保の

嗜好にあわぬ場合,す なわち調理上の拙劣さが問題とな

る。しかし子供が喜ぶために,目 さきも変えず同じもの

を持続する場合。

8.疾 病

疾病のため,一 定の食餌をきめられ,長 くそれが続く

場合。

9.体 液 の 異 状

これは厳格にいえば疾病として考えるべきであるが,

日常吾々の体液の性状は,常 に動揺 している。吾hの 身

体を構成している細胞には細胞液あ り,組 織 としては組

織液あ り,こ の体液は,血 液,リ ソパ液などが主なもの

であるが,そ の他にも滑液,粘 液,漿 液などがある。

体液の性状は,吾 々が 日常生活中いろいろな内的,外

的条件によって,変 化が現われる。いわゆる生理的と称

する範囲内での変化で,こ の変化に対し平衡を保つよう,

自ら仂 く作用を有している。すなわち吾々の身体は,内

部環境 として,体液の水素イオソ濃度は,滲透圧と共に細

胞の生活機能に対 し,重 大な関係をもっている。この水

素イナソ濃度すなわちPHを 或 る範囲内に維持する機構

が体液の緩衝系で,こ れによって生体は,体 内における

酸及びアルカリが,平 衡状態を維持している,こ れを酸

塩基平衡 という。この酸塩基平衡は内的外的条件によっ

て常に変化 しているもので,恒 久的のものではなく,多
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少な りとも酸性に,あ るいはアルカリ性に偏 りつつ生理

現象が行われている。とくに酸性にかたむいた場合をア

チ ドージス,ア ルカ リ性にかたむいた場合をアルカロー

ジスと,一 般にいわれている。 この変化についてはPH

の変化によって生ずる体液の動揺を称 うる学者 と,他 は

PHの 変化ではな く,血 液のアルカリ貯蔵量が正常値以

下に低下 した ときを,ア チドージスといい,正 常以上の

場合をアルカロージスというべきであるという学者もあ

るが,い ずれにしても,こ の平衡のかたよりは必発で,

両方いずれにも偏 よらざる中心の線上を歩むものではな

く,常 にこの線を中心として,左 右すなわち,酸 性或い

はアルカリ性と彷徨しながら,生理現象が行われている。

かかる生活現象に対 し,なるべ く正しい酸塩基平衡を,

保ちつづけていくためには,血 液緩衝系,肺 からのCO2

め排泄,腎 臓からの酸またはその化合物の排泄などの三

方法によって行われている。その原動力となるべきもの

は,い わゆる三大栄養素をはじめ,ビ タ ミソ,無 機質に

いたるすべてのものである。

正常な酸塩基平衡を保つためには,食 餌によるので,

体液が酸またはアルカリ性に偏る場合は,こ れを是正す

るための食餌が必要であ り,ま たそれが自然に行われて

いる。すなわち体液の偏 りを是正するということは,一

時的な或いは半永久的な,嗜 好の変化となって現われて

くるであろう。その偏 りが異状な場合は偏食とな り,も

っと強度のときは異味症となる。

10季 節 と環 境

季節によって,吾hは 摂取する食物の種類または量に

変化がある。すなわち食欲が一般に低下するのは夏の頃

で,食 欲のないのに無理に食餌をしていると偏食の原因

を作る場含が多い。その他環境においても,同L"室,同

じ食卓,同 じ香,同 じ器と全 く変化のない環境は,食 餌

に対する興味を失い結局偏食の弊をまねく場合が多い。

ことに神経質の子供においては,そ の傾向が強い。

以上に列挙 した一つの条件,ま たはい くつかの条件が

先天性の偏食者とな り,あ るいは将来への偏食者たらし

めるのであると思考する。

栄養と健康について

吾hの 生活現象を正 しく行わ しめることは,吾 々に健

康を与7i..るのであるが,生 活現象の正しさは,日 々に成

長,ま たは体力保持のための貯蔵に,あ るいは消耗の補

充に間断な く新陳代謝が行われているが,常 に一定度の

健康度を保つことは,む ずか しい。すなわち健康度とい

うものには,か な りな幅が自然環境および社会環境に応

じて生じるものであ り,常 々その幅の範囲内で正しい生

活現象が行われている。すなわち健康度 というものは定

められた数字をもって現わすことは不可能である。あら

ゆる環境においても最高の健康度を一生涯保つことは理

想ではあるが,そ れは到底望めない。何故ならぽ世界に

おける人種的発育状態の差異をみても,そ れを物語って

いる。人種的差異は遺伝に因ることも多かろうが,そ の

遺伝はなにによって作られたかを思えば了解すべきで,

吾 々人類が,理 想的な自然並に社会環境のもとに生活し

得たならば,人 種的差異は生 じないであろう。

さて吾々が,理 想的な健康を望むならぽ,理 想的な環

境も,も ちろん望むところであるが,最 も重要なのは,

理想的な栄養摂取である。すなわち各栄養素の必要量を

摂取することが大切である。 しかし一般に必要量とされ

ている量が,必 ずしも吾hに 最高度の健康を保たしめる

というのではない。 なんとなれば摂 取 したものすべて

が消化され,吸 収され,利 用されるとはいえない。従っ

て必要量は,吾 々に絶対的なものとは考xら れない。当

然量的または質的の過不足が生ずるものである。

か く諭ずると偏食は,栄 養素のうちのなにかが.必 要

量以下となる場合が多いものと認めねばならない。すな

わち,あ る種の低栄養として現われるのである。

しかし偏食者は,異 口同音に小範囲の偏食であるから,

他 のものをこれに代用せぽ可な りとい うのである。なん

となれば偏食しても生命は保てるし,ま た健康をも保っ

ているとい うのである。このことは,勿 諭理諭的に意義

づけられるQす なわち各栄養素のうち,足 らざるを,い

ずれか他の栄養素が代用 しあっているから,あ る程度の

健康度を保 っているのである。 たとえば 糖欠乏の場合

は,蛋 白質または脂質が転換して補充する。また糖は過

剰の場合は 脂質に変化 して蓄積される。 アミノ酸から

は,糖 またはアセ トソ体にな りうるものだけは脂酸とな

り,ま た蛋白質からは脂質が形成されることが考えられ

ている。しか し糖質や脂 質からは蛋 白に変化すること

は不明のようだ。蛋白質はその構 成に元 素として窒 素

を含んでいる点が糖質や脂質などと異な り,細 胞の個性

の維持を可能ならしめ,組 織の構成に対し最も基本的な

立場にあるので,栄 養上特にその重要性が認められてい

るのも,そ うした特殊性の現われではなかろうか。なお

蛋白質については,飢 餓の状態にあるとき,そ の進行と

ともに,体 の成分を分解して代謝を続けるのであって,

最初に,も っとも速かに分解されるのは糖質であり,そ

のほとんどが消費される頃には蛋白質と脂質が,燃 焼し

て補 っていくが,熱 量はおもに体脂質の分解により,蛋

白質はその分解が減じていき,死 の数日前には,ひ とえ

に蛋白質あ分解によって熱量の発生をなしている。この

ことから考xて も,い かに蛋白質は重要なものであるか

4
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が覗がわれる。

以上のことから,各 栄養素はお亙に代用 しあうとして

も.そ れは代用に他ならぬので,真 に必要のものは代用

を許さないのである。すなわち蛋白質には,必 須ア ミノ

酸あリ,脂 肪にも同様不飽和脂肪酸として必須のものが

あって,そ れらはいずれも,身 体の要求を満すに足るだ

け体内で作られないのである。必要なものを適当量に摂

取 し,し かも消化利用し得たならば吾々は理想的な健康

を保ちうるのである。

なお附言することは,同L"種 類のいろいろな食物にお

いて,そ の成分が全 く同じく消化利用されるであるか否

かは,疑 うべき余地があるものと信ずる。従 って同種類

のものであ っても,ひ ろく摂取することが,理 想である

ことを特に強調する。

以上の見地から好き,嫌 いは如何なる影響を与えるか

を,も っとも旺盛なる成長期にある学童を対照とし,し

かも気温,気 温の異る地をえらび,約3200名 について,

なお同地の中学校,高 等学校生徒をも参考として,総 数

9800名 について調査 した。

調査地は北海道(小 樽),東 北(宮 城),東 京,九 州(宮

崎の4地 の各一校つつとした。

調査方法は吾々が作製 した調査表を各校に依頼し,御

協力を煩はした。なお食物についての好き,嫌 いをひろ

く,い ろいろな食事について調べ,そ の主成分をなすも

のを,そ れぞれの栄養素として記載 した。

遠隔の地,し かも以上の方法による調査のため,正 確

を期することは望めないが,.多 小の差異はあっても,そ

の概要を得られたものと思考する。

本紙においては,昭 和33年 度の調査の一部を呈示 し

て,諸 賢の御批判を得たいと願っている。

ま と め

各地域における各栄養素の摂取状態

炭水化物:男 子は低学年に比 して,北 海道をのぞき摂

取減少を示す。

女子は宮城県をのぞき減少の傾向を示す。

脂 ・肪:男 子は宮城県をのぞき一般に減少。

女子は一般に減少。

蛋 白 質:男 子はや 乂減少の傾向を示す。

女子は東京が減少の傾向を示すが,他 はほ

とんど等しい状態にある。

嫌いについては,以 上の好きのものの減少に正比例し

て,一 般に減少の傾向を示している。このことは好き,

嫌いが接近することで,偏 食が次第に矯正されつつある

傾向を示すのであろ う。かく嫌いのものの摂取が,た と

え僅少であっも,矯 正されることは,そ れによって幼児

時代に,そ こなわれていた体格を,と りもどすものと考

えれば,嫌 いのものの減少は,好 きのものを多量に摂取す

るのに比べて,遙かに大なる意義を有するものであろう。

極言すれば,学 童の体格の向上は,ひ とえに偏食をさ

けしめることによって.「成長期のものは必ず発育すべ き

もの」と考えられている,今 日の如き正 常の上 昇カーブ

を,え がいたのであろう。とくに偏食矯正者について,

直 接調査を行い得ぬため,そ の確証を示すことは不可能

であるが,お そらく以上の例中優れた発育を示すものと

想像される。もし偏食に偏食をかさねたならば,体 格の

劣性さが現われたのであろう。

この偏食矯正の原因は,年 令を重ねるとともに,自 覚

によるものか,ま たは自然,社 会環境などによるものか,

はたまた近時の給食によって現れたものか,お しむらく

は,過 去に本調査の如きものを寡聞にして,そ の報告を

知らざるために,は たして本調査の結果が,過 去の時代

に徴 して,真 な りや否やを比較研究できざるを遺憾とし

て今後の研究に俟つo

附 記

この調査は今後各地の学校に御協力をいただき,全 国

的におしひろげて結諭を得たいと願 っているが,こ の第

一報を報告するに当 り
,関 係諸校の諸先生方の絶大なる

御支援 と御指導に対し,深 く謝 意を表するものである。

なお直接調査にあたった鈴木f子,小 室美恵子,町 田

菫,森 戸章子の諸姉の絶えまない協ガに対 し敬意をはら

うものである。
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第 一 表 各 県 に お け る 平 均 値(男 子)

劃 男 副 全 国 平 均1北 黼 嚇)障 ゴ匕(嬲 東 京(晶川)【 九一IH(宮崎)

1

2

3

身 長110.7cm

体 重118.8kg

胸 囲}56.3cm
P

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

陋 囲

4

5

6

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

116.0

20.3

58.3

121..0

22.8

60.1

125.8

25,0

62,0

130.1

27.4

63,8

135.0

30.0

66.0

116.5cm

19.8kg

56.6cm

118.4

20.5

57.1

122,7

22,9

58.5

128.6

26,3

61,4

131,4

27.4

62.5

138.0

30,8

64.0

110.8cm

19,lkg

56,lcm

118.0

21,5

58,6

121.7

23.1

59.8

125.5

24.7

.60.3

130.6

27,3

63.2

137.2

30.5

65.1

113,lcm

19,1kg

56.5cm

121,6

20.9

59,1

123.1

23,5

59,9

130.9

26,5

62,2

133,1

27.6

63.5

137.5

31.1

69.4

cm

kg

cm

120.0

22.7

58.4

127.2

25.4

61.2

129,5

26.8

62.9

132.5

28.6

63.6

第2表 各 県 に お け る 平 均 値(女 子)

劃 女 副 全 国 平 均i北 黼(小 釧 東 オ匕(幽 陣 京(晶川)i九 州(宮崎)

1

2

3

4

5

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

身 長

体 重

胸 囲

6
臼 長
体 重

胸 囲

109.7cm

18.2kg

54.7cm

115.0

20.2

56.5

120.1

22,4

58,3

125.3

24.7

60.2

130.1

27.4

62,5

135,0

31,3

65,8

122,0cm

18.4kg

53.2cm

117.5

2Q,7

54,9

128.3

25.4

58.9

129.9

26,2

57.8

137.6

32,4

63,3

109.2cm

18.2kg

54,2cm

115,8

20,8

56.

121,0

22,7

57,8

125.0

25.2

59,9

127.3

26.6

64.0

132.2

30.3

65.0

112,3cm

19.Okg

55,4cm

117.7

20.8

56,6

121.6

22.9

58.0

128.4

26.4

×0.6

137.8

28.6

62,9

138.8

32,2

65,9

cm

kg

cm

118,6

21.3

56.1

124,9

25.1

..

128.9

29.3

61,1

136,0

31,1

65.0
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第3表 北 海 道(小 樽)
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鈴 木 節 子 調 査

i男 子i1年12年13年14年i5年!6年 1女 子{・ 年12年13年14年{5年16年

撫 蠱
脂

肪

蛋
白
質

好 き嫌
い

普 通

好 き
嫌 い
普 通

76°Ol80°0

12111

129

87

1

12

86

6
8

　
87°076%

6j9

7」15

80

9
11

88

6

6

・,,

8

8

83i7gl75

・螽1・馴 殳

91

4

5

79i85
1015
11!iO
l

86%
2
12

桀 好 き

笏a遙

76°0

16

8

75°0

13

12

78脂
4
18肪

好 き177
嫌 い18

普 通115

83

6

11

79°085°oj65°0

13514

81021

72蛋
7白
21質

好 き
嫌 い
普 通

67

10

23

87

4

9

72

3

25

63
18

19

75
10
159°19:li:§

第4表 東 北(宮 城) 小 室 美恵子 調 査

]男 響[・ 年i2年i爾 ・剣5年16至 1女 子{1年12年13年14年s^i° 年

韃i鞣調 酬黼 蜘 撫 蠱陰%摩
物 1 物1

馴翻1い §9°55い1圏男 霧

翻繍1引1調 萼跨

好 き嫌
い

二普 通

85

5

10

77

14

9

89蛋'好 き
6白1嫌 い
5劉 普 通

'

8900790017400
611120
5i106

82
98創81
gigl6

1

86%
7
7

728383

19

911°711

79

13

8

85171621
618i

74

19

7

第5表 東 京(品 川) 森 戸 章 子 調 査

1墅i・ 年i・ 年{3年i4年15年16年 1女 子}・ 年}2倒3年{4年15年 」6年

雑
脂

肪

好 き
嫌 い
普 通

　

72°0,75° °

78

21i17
71524%膨 §響 雑ill%憎1%陰%噺:1%

脂麟 悶
隱 冑 姻:7767°92168527

脚 普 刑13

蛋 好 き

則奪遙

77

7

16

羅 圜;1陽
76

7

17

78

10

12

7078177

1210i9

181214
　 　i 創繍1圃 鬟圜 劉671419

第6表 九 州(宮 崎) 町 田 菫 調 査

}男 子1・ 年1・ 年13年}鯛5年!6年 i女 子i・ 年i24"年i・ 年i5年i6年

飆
肪1

劇 好 き ・1嫌 い

普 通

　
79°o';89°0

6i6

1515

93

2

5

88

6

6

84%
7
9

72
9
19%雑1

蛋
白
質

好 き
嫌 い
普 通

a71s7列
6

6151 酬
劇 好 き
嫌 い
普 通

1鷺国 男
85蛋
7白
8質

好 剥

響矧

饕%劇ll%
」

85

8

7

70

18

12

86

8

6

75

14

11

83

6

11

75

14

11

71°0

10

19

75

8

17

73

13

12
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